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【平成２６年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
超強磁場下での中性子散乱とX線MCDを、極低温環境下で実施するためのユニークな装置建設が進

み、URu2Si2強磁場相の秩序パターンやEu化合物の価数と磁化の関係などを明らかにしている。J-PA
RCでの実験は、本計画とは無関係の事故により影響を受けたが、海外での実験により補っている。SP
ring-8 での実験や装置開発の進展は順調といえる。しかし基盤研究（Ｓ）としては、装置開発にとどま

ることなく、新しい物理を発見することが求められる。その意味では、現在までの成果は十分とは言え

ない。特に研究目的の主要トピックに挙げられた低次元量子系については、斬新な知見を得るために一

層の努力が必要である。 


